
教科書・教材・ソフトウェアの連携による学びに向けて

1. デジタル教科書の確実な利用環境の整備とオペレーション負荷の低減

2. 教科書・教材・ソフトウェアの連携に向けたデジタル教科書の踏み込んだ共通仕様化
について

3. 教科書・教材・ソフトウェアの連携のためのコンテンツメタデータの更なる整備について
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1.確実な利用環境の整備とオペレーション負荷の低減

⚫ デジタル教科書の普及を目指していくためには、デジタル教科書が学
校現場で問題なく活用できるよう準備が進められるべきである

⚫ 現在、配信基盤の整備に向けた事業が行われようとしているが、それ
らに対しては、事業で想定されている配信事業者におけるフィジビリ
ティに加えて、既に学校現場にて数百万人～数十万人規模で利用
されているソフトウェア提供事業者（協働学習やAI型教材）の意
見等も取り入れて、コスト面も含めた解決を行いたい

⚫ また、実際の利用において発生するであろう、現場でのオペレーション
（デジタル教科書の端末への設定/アカウント管理・更新等を含む）
についても簡易化に向けて検討がなされている（SSOの導入等）が
他のツール（校務支援システムや学習eポータル等）との連携も踏ま
えたオペレーションの再定義を行いたい

2



2.連携に向けたデジタル教科書の踏み込んだ共通仕様化について

⚫ 右表の通り、デジタル教科書は教科書毎に使用ビューアが異なってい
るため、「デジタル教科書の普及促進に向けた技術的な課題に関す
るWG」などで仕様の共通化などが進められているが、普及に向けて
は様々な角度から活用に向けてのハードルを下げ、利用するメリットを
高めていく必要性がある

⚫ デジタル教科書では個別にSSO(シングルサインオン)の機能を有して
いるが、一人の児童生徒が複数のビューアを使う必要が出てくる中で、
児童生徒毎の学習の窓口機能とされている学習eポータルとの連携
を行うのか/行うのであればその方向性やスケジュールが示されるべきと
考えられる

⚫ また、デジタル教科書と他の教材との連携については、デジタルならで
はの新たな学び方が生まれる可能性もあり競争領域としてとらえるこ
ともできるが、教科書と教材の行き来や学習データの相互利用などよ
り踏み込んだ形での共通仕様化することで利用メリットをより高めるこ
とができると考える

発行者 使用ビューア

東京書籍株式会社

一般社団法人信州教育出版社

大日本図書株式会社（小学校）

開隆堂出版株式会社

株式会社教育芸術社

光村図書出版株式会社

日本文教出版株式会社（小学校・中学校（中学美術以外））

教育図書株式会社

大日本図書株式会社（中学校）

学校図書株式会社

教育出版株式会社

株式会社山川出版社

日本文教出版株式会社（中学美術）

株式会社学研教育みらい

あかつき教育図書株式会社

日本教科書株式会社

株式会社帝国書院

株式会社大修館書店

株式会社新興出版社啓林館

株式会社文教社

三省堂 ことまな

数研出版株式会社 エスビューア

株式会社光文書院 ひまわりポケット

Lentrance Reader

まなビューア

みらいスクールプラットフォーム

超教科書
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3.連携のためのコンテンツメタデータの更なる整備について

⚫ デジタル教科書と他の教材との連携等については、コンテンツ間の紐
づけを可能とするコード体系が必要で、現状では学習指導要領コー
ドがその役割を担うものとして示されている

⚫ 一旦ベースとなるコード体系として学習指導要領コードが示されたこと
は重要ではあるが、実際の教育データ利活用モデル等が前提とされ
ていないため、実利用については粒度の面など含めて更なるアップデー
トが必要と考えられ、今後アップデートがされるのか/されるのであれば
その方向性やスケジュールが示されるべきと考えられる

⚫ 一方で、一部教科書会社間でコード体系が検討されているものや、
AI型教材等が保有しているメタデータ等もあるため実用に耐えうる
コード体系の構築のためにこれらも参考にされたい

AI型教材におけるメタデータ
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(参考)学習データの連携による新たな評価プロセスの可能性
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